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「
平
成
十
九
年
度
第
四
十
六
回
通
常
総

会
」
が
五
月
二
十
五
日
、
中
区
基
町
の

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ

ま
し
た
。
通
常
総
会
に
は
、
広
島
県
内
五

十
九
商
工
会
中
、
五
十
五
名
（
う
ち
委
任

状
出
席
四
名
）
の
会
長
が
出
席
。
審
議
終

了
後
に
は
、
各
種
感
謝
状
、
表
彰
状
の
授

与
が
行
わ
れ
、
最
後
に
来
賓
の
藤
田
雄
山

広
島
県
知
事
、
宮
下
英
治
中
国
経
済
産
業

局
長
（
小
嶋
泰
廣
中
小
企
業
課
長
代
読
）、

外
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
加
島
英
俊
会
長
が
、

「
意
識
改
革
・
事
業
改
革
・
組
織
改
革
・

財
政
改
革
の
四
つ
を
柱
に
、
巡
回
運
動
な

ど
新
た
な
会
員
支
援
体
制
を
定
着
さ
せ
、

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
改
革

を
推
進
し
よ
う
」「

商
工
会
地
域
貢
献

ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
モ
デ
ル

に
沿
っ
た
地

域
課
題
の
克
服
、
地
域
資
源
∞
全
国
展

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
用
な
ど
で
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開

し
、
商
工
会
を
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
に
高
め
よ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
熊
高
一
雄
会
長
（
安
芸
高
田
市

商
工
会
会
長
）
を
議
長
に
選
出
し
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
次
の
第
１
号
議
案
か
ら

〞 〝

〞

〝
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第
３
号
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
総
会
で
審
議
し
、

可
決
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
お
よ

び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
２
号
議
案

ポ
イ
ン
ト
制
移
行
に
伴
う

広
島
県
商
工
会
等
職
員
退
職
金
共
済
規

程
の
設
置
お
よ
び
広
島
県
商
工
会
等
職

員
退
職
金
共
済
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

第
３
号
議
案

役
員
選
任
に
係
る
申
し
合

わ
せ
に
つ
い
て

表
彰
状
授
与
式
で
は
、
商
工
会
功
労

者
等
表
彰

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
表

彰

商
工
会
等
役
職
員
感
謝
状
贈
呈

な

ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
該
当
す
る
役
職
員
、

商
工
会
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
の
来
賓
祝
辞
で
は
、
厳
し

い
経
済
状
況
の
な
か
で
地
域
経
済
を
支
え

る
商
工
会
の
貢
献
活
動
に
対
し
て
、
各
来

賓
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
昨
年
度
策
定
し
た

広
島
県
総
合
計
画

元
気
挑
戦
プ
ラ
ン

に

基
づ
く
、
元
気
な
広
島
県
の
実
現
を
め
ざ

す
施
策
展
開
に
そ
の
力
強
さ
を
も
っ
て
協

力
し
て
ほ
し
い
」（
藤
田
県
知
事
）「
地
域

産
業
発
展

の
核
と
な

る
新
事
業

を
五
年
間

で
一
〇
〇

〇
創
出
す

る

中
小

企
業
地
域

〝

〞

〝

〞

〝〞

〝〞

〝

資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
商
工
会
の
尽
力
が
不
可
欠
」

（
宮
下
中
国
経
済
産
業
局
長
）
な
ど
と
、

こ
れ
か
ら
の
商
工
会
に
期
待
す
る
言
葉
が

数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
平
成
十
九
年
度
広
島
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
通
常
総
会
」
が
四
月
二
十
六
日
、

中
区
中
島
町
の
広
島
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
来
賓
に
藤
田
雄
山
広
島
県
知

事
は
じ
め
、
加
島
英
俊
県
連
会
長
、
長
澤

宏
昭
県
青
連
会
長
ら
を
迎
え
、
出
席
部
長

五
十
一
名
、
委
任
状
提
出
部
長
六
名
、
計

五
十
七
名
出
席
の
も
と
、
大
野
町
の
橋
口

千
恵
子
部
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ
し
た
井
上
文

江
県
女
性

連

会

長

は
、
「
商

工
会
合
併

に
伴
う
環

境
変
化
に

対
応
し
な

が
ら
、
今
こ
そ
女
性
部
の
存
在
感
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
。
そ

の
た
め
の
部
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
強

化
や
、
女
性
部
広
域
提
案
公
募
事
業
、
経

〞

営
革
新
推
進
事
業
な
ど
の
女
性
部
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
決
意
を
強
調
し

ま
し
た
。

そ
の
後
の
来
賓
祝
辞
で
は
、
藤
田
知
事

が
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
県

女
性
連
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
厳

し
い
経
済
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
中
小
企

業
の
支
援
施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と

を
伝
え
、「
地
域
社
会
に
安
心
・
活
力
・

希
望
を
も
た
ら
す
べ
く
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
出
席
者
ら
に
エ
ー
ル
。
次
い
で
祝

辞
を
述
べ
た
加
島
県
連
会
長
は
、
商
工
会

の
合
併
に
伴
い
地
域
や
組
織
が
拡
大
す
る

こ
と
か
ら
、「
意
識
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
事
業
機
能
の
強
化
が
必

要
」
と
語
り
、
今
年
十
月
に
広
島
県
で

「
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
」
が
開
か
れ

る
の
を
ひ
と
つ
の
契
機
に
、「
女
性
部
員

の
英
知
と
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
、
地
域
社

会
の
た
め
に
ま
す
ま
す
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

（
監
査
報
告
）

第
２
号
議
案

役
員
の
補
欠
選
任
に
関
す

る
件

第
１
号
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
、
第
２
号
議
案
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
合
併
に
伴
い
辞
任
し
た
県
央

地
域
の
大
島
智
穂
子
理
事
（
木
江
町
）
に

代
わ
り
、
大
崎
上
島
町
の
菅
原
貴
和
子
部

長
が
新
た
な
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会
開
催

﹇
商
工
会
合
併
な
ど
の
諸
問
題
を 

踏
ま
え
、
よ
り
力
強
い
組
織
と
な
り 

地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
誓
う
﹈ 

﹇
商
工
会
合
併
な
ど
の
諸
問
題
を 

踏
ま
え
、
よ
り
力
強
い
組
織
と
な
り 

地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
誓
う
﹈ 



広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
長
澤

宏
昭
会
長
）、
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連

合
会
（
井
上
文
江
会
長
）
合
同
の
「
平
成

十
九
年
度
第
一
回
研
修
会
」
が
四
月
二
十

六
日
、
中
区
中
島
町
の
広
島
国
際
会
議
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
同
研
修
会
は
、

商
工
会
合
併
が
加
速
す
る
な
か
、
両
連
合

会
の
組
織
強
化
や
事
業
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
連
携
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
両
連
合
会

か
ら
三
百
名
を
超
え
る
部
員
ら
が
参
加
。

研
修
会
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
上
野
隆
紘
氏
が
、

「
愛
す
べ
き
広
島
県
、
そ
の
人
間
模
様
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
第
二
部
で
は
、
全
国

商
工
会
連
合
会
の
桑
原
元
常
務
理
事
が
商

工
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
全
国
商

工
会
青
年
部
連
合
会
の
大
高
衛
会
長
が
こ

れ
か
ら
の
青
年
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
報
告
、
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
講
演
し
た
上
野
氏
は
、
元
Ｒ

Ｃ
Ｃ
中
国
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
同
局

で
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

実
況
回
数

の
最
多
記

録
を
も
つ

人
物
で
、

と
く
に
プ

ロ
野
球
に

ま
つ
わ
る
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ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な

体
験
を
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ら
で
は
の
軽

妙
で
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
語
り
口
で
披

露
。「
四
十
二
年
前
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中
国
放
送

（
当
時
は
ラ
ジ
オ
中
国
）
の
入
社
試
験
で

（
三
重
か
ら
）
広
島
を
訪
れ
た
と
き
、
本

当
の
目
的
は
試
験
よ
り
も
宮
島
観
光
に

あ
っ
た
」
と
い
っ
た
同
局
入
社
に
至
る
経

緯
に
は
じ
ま
り
、
プ
ロ
野
球
の
実
況
中
継

に
起
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
顛
末
、
実

況
本
番
中
の
裏
舞
台
や
野
球
解
説
者
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
同
業
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
失

敗
談
な
ど
を
矢
継
ぎ
早
に
繰
り
出
し
、
会

場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。「
あ
る
年
、

ラ
イ
バ
ル
の
後
塵
を
拝
す
わ
け
に
い
か
な

い
と
一
年
ほ
ど
懸
命
に
努
力
し
た
。
翌
春

に
ラ
イ
バ
ル

の
退
社
、
転

任
が
相
次
ぐ

形
で
そ
の
努

力
が
報
わ
れ

た
」
な
ど
と

自
ら
の
来
歴

を
面
白
お
か

し
く
披
瀝
し
た
上
野
氏
は
、
講
演
の
最
後

に
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、「
世
の
中
誰

か
が
不
幸
に
な
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
誰
か

が
幸
せ
に
な
れ
る
。
幸
せ
の
時
も
不
幸
の

時
も
人
に
優
し
く
あ
れ
」
な
ど
と
独
自
の

処
世
訓
で
締
め
、
参
加
者
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
浴
び
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
全
国
連
の
桑
原
常
務
理

事
が
「
中
央
情
勢
」
を
講
演
。
桑
原
常
務

理
事
は
会
員
の
減
少
、
組
織
率
の
低
下
な

ど
、
商
工
会
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て

ふ
れ
、「
商
工
会
最
大
の
強
み
で
あ
る
、

地
域
の
声
を
集
約
し
代
弁
し
得
る
そ
の
持

ち
味
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
」
と
懸
念
を
表
明
。

市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
い
、
商
工
会
議

所
と
商
工
会
の
併
存
問
題
が
新
た
に
浮
上

し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、「
両
者
の
中
身

は
似
て
非
な
る
も
の
。
小
規
模
事
業
者
の

声
を
反
映
で
き
る
の
は
商
工
会
だ
け
で
、

そ
の
違
い
を
周
知
す
る
試
み
を
継
続
し
て

行
う
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
参
議
院
議
員
で
も
あ
る
全
青
連
の

松
村
祥
史
顧
問
の
国
会
で
の
活
躍
ぶ
り
に

つ
い
て
報
告
し
、「
今
こ
そ
商
工
会
は
、

政
治
力
を
つ
け
る
た
め
の
政
策
を
も
っ
た

団
体
と
な
る

こ
と
が
必

要
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

桑
原
常
務

理
事
の
後
に

登
壇
し
た
全

青
連
の
大
高

会
長
は
、
か
つ
て
地
元
商
工
会
と
青
年
部

の
支
援
で
家
業
の
事
業
強
化
が
図
れ
た
こ

と
を
振
り
返
り
、「
商
工
会
は
た
い
へ
ん

な
能
力
を
も
っ
た
団
体
」
と
断
言
。
そ
の

力
と
組
織
力
を
全
面
に
押
し
出
し
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
重
要
と
語
り
、
全
青
連
・

県
連
・
青
年
部
の
連
携
の
弱
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

「
我
々
が
一
枚
岩
に
な
れ
ば
、
地
域
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
大
同
団
結
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
今
後
も
商
工
会
の
厳
し
い

状
況
が
続
く
こ
と
は
予
想
さ
れ
、
大
高
会

長
は
今
こ
そ
力
を
合
わ
せ
る
の
に
協
力
し

て
ほ
し
い
と
求
め
、「
時
代
は
作
ら
れ
て

渡
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

手
で
作
る
も
の
」
と
力
強
く
語
っ
て
参
加

者
の
感
動
を
誘
う
な
ど
、
全
青
連
会
長
と

し
て
の
存
在
感
と
威
厳
を
広
島
の
地
で
大

い
に
示
し
ま
し
た
。

県
青
連

県
女
性
連

合
同
研
修
会
開
催 

﹇
フ
リ
ー
ア
ナ
の
上
野
隆
紘
氏
、

上
野
隆
紘
氏
、 

全
国
連
常
務
理
事

全
国
連
常
務
理
事  

桑
原
　
元
氏
、

桑
原
　
元
氏
、 

全
青
連
会
長

全
青
連
会
長  
大
高
　
衛
氏

大
高
　
衛
氏
三
氏
が
講
演
﹈

講
演
﹈ 

﹇
フ
リ
ー
ア
ナ
の
上
野
隆
紘
氏
、 

全
国
連
常
務
理
事  

桑
原
　
元
氏
、 

全
青
連
会
長  
大
高
　
衛
氏
三
氏
が
講
演
﹈ 

Your Global Lifestyle Partner

〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町2-2-2 紙屋町ビル２階

国内個人旅行・団体旅行 082-542-2711
大会・イベント　　　082-542-2730

海外旅行・チャーター商品　082-542-2715
教 育 旅 行　　　　　　082-542-2721

店頭営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　（土曜・日曜・祝日休み） 

便利でお得！ 2007年度  広島空港発着  オリジナル  夏からのチャーター商品スケジュール！ 

2007年8月7日（火）発・8月9日（木）発 利尻・礼文島
日本最後の秘境・スターフライヤーチャーター便で行く！ 

JTB中国四国　広島支店  法人営業部 

3日間

2007年8月15日（水）発限定 ヨーロッパ
ベストシーズン！多数のコースをご用意いたしております 

9日間
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研
常
務
取
締
役
で
中
小
企
業
診
断
士
の
波

出
石
誠
氏
が
講
演
。「
地
域
振
興
事
業
の

事
例
と
青
年
部
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、

参
考
映
像
を
用
い
な
が
ら
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
を
青
年

部
員
た
ち
に
紹
介
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
通
常
総
会

で
は
、
久
井
町
商
工
会
青
年
部
の
橋
詰
康

成
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
に
先
立
ち
、

執
行
部
が
平
成
十
八
年
度
の
事
業
活
動
報

告
や
成
果
な
ど
を
報
告
。
議
案
ご
と
に
詳

し
く
説
明
が
さ
れ
、
上
程
二
議
案
は
と
も

に
満
場
一
致
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
お
よ

び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
２
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
に
関
す
る
件

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
正
で
は
、
長

澤
宏
昭
会
長
が
再
選
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会

長
五
人
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
一
人
、
理
事
八
人
、

監
事
二
人
が
選
任
さ
れ
、
新
執
行
部
が
決

定
し
ま
し
た
。
新
た
な
執
行
部
メ
ン
バ
ー

を
迎
え
、
新
体
制
で
青
年
部
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
長
澤
会
長
は
、「
二

年
間
会
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

何
か
ひ
と
つ
や
り
残
し
た
も
の
が
あ
る
」

と
話
し
、「
商
工

会
合
併
が
進
む
新

時
代
の
中
で
難
し

い
舵
取
り
を
要
求

さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
や
り
残
し

た
こ
と
を
遂
行
す

る
た
め
に
も
、
新

執
行
部
の
も
と
追

い
風
を
チ
ャ
ン
ス

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
「
平

成
十
九
年
度
通
常
総
会
」
が
五
月
十
八
日
、

中
区
田
中
町
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

で
開
か
れ
ま
し
た
。「
変
革
」
と
銘
打
っ

て
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、
城
納
一
昭
広
島

県
副
知
事
、
加
島
英
俊
県
連
会
長
は
じ
め

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
出
席
者
四
十
六
人
、

委
任
状
十
一
人
、
合
計
五
十
七
人
の
出
席

者
の
も
と
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
や
、
旧
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
新
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
城
納
副
知
事
は
、
子
ど
も
見
守
り

隊
な
ど
で
地
域
社
会
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
貢
献
す
る
青
年
部
員
に
謝
意
を

表
明
。
広
島
県
総
合
計
画
「
元
気
挑
戦
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
活
力
と
安
心
、
希

望
の
あ
る
元
気
な
広
島
県
を
め
ざ
し
て
総

合
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
、「
と
も
に
地
域
発
展
の
た
め

に
努
め
て
い
こ
う
」
と
青
年
部
員
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
次
い
で
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
加
島
会
長
は
、
創
立
四
十
周

年
記
念
大
会
、
広
域
提
案
公
募
募
集
、
主

張
発
表
な
ど
昨
年
度
の
青
年
部
活
動
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
力
す
る
青
年
部
員
に
感
謝
す
る
」
と
述

べ
、「
こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
団
結
力
と
英

知
、
パ
ワ
ー
を
地
域
社
会
の
た
め
に
存
分

に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
が
け
て
「
平
成
十
九
年
度
第

二
回
研
修
会
」
が
開
か
れ
、
株
式
会
社
成

戦う正太郎（中小企業者）を鉄人28号（信用保証協会）が力強くサポートします。
《鉄人28号は当協会の平成19年度イメージキャラクターです》

応援します。がんばります！ 応援します。がんばります！ 

広島県信用保証協会  
〒730-8691　広島市中区上幟町3番27号 

http://www.hiroshima-shinpo.or.jp

本　 所　TEL（082）228-5501　FAX（082）211-0032
福山支所　TEL（084）923-4893　呉 支 所　TEL（0823）21-9281 
三原支所　TEL（0848）63-4173　備北支所　TEL（0824）62-3917 
 

光プロダクション ○ C

　中小企業の皆様のサポーター 　中小企業の皆様のサポーター 
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平
成
十
九
年
度
通
常
総
会
開
催 

県青連 

に
変
え
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
新
た
な
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

〜
新
役
員
〜

会
　
　
長
　
長
　
澤
　
宏
　
昭

（
瀬
戸
田
町：

備
南
地
域
）

副
会
長
　
渡
　
邊
　
茂
　
雄

（
宮
島
町：

芸
南
西
地
域
）

副
会
長
　
吉
　
川
　
　
　
誠

（
府
中
町：

芸
南
東
地
域
）

副
会
長
　
大
　
畠
　
　
　
聡

（
加
計
町：

芸
北
地
域
）

副
会
長
　
中
　
畦
　
芳
　
久

（
安
芸
津
町：

県
央
地
域
）

副
会
長
　
城
　
田
　
浩
　
明

（
備
北：

備
北
地
域
）

ブ
ロ
ッ
ク
長
（
理
事
）
藤
　
岡
　
誠
　
治

（
神
辺
町：

備
南
地
域
）

理
　
　
事
　
光
　
井
　
利
　
成

（
湯
来
町：

芸
南
西
地
域
）

理
　
　
事
　
高
　
山
　
陽
　
介

（
矢
野
町：

芸
南
東
地
域
）

理
　
　
事
　
小
　
河
　
政
　
彦

（
安
浦
町：

芸
南
東
地
域
）

理
　
　
事
　
大
　
畑
　
佳
　
己

（
安
芸
高
田
市：

芸
北
地
域
）

理
　
　
事
　
田
　
川
　
　
　
誠

（
広
島
安
佐：

芸
北
地
域
）

理
　
　
事
　
石
　
川
　
　
　
敦

（
福
富
町：

県
央
地
域
）

理
　
　
事
　
山
　
本
　
芳
　
久

（
加
茂
町：

備
南
地
域
）

理
　
　
事
　
丸
　
田
　
尚
　
則

（
三
次
広
域：

備
北
地
域
）

監
　
　
事
　
高
　
丸
　
和
　
志

（
祗
園
町：

芸
北
地
域
）

監
　
　
事
　
宮
　
崎
　
哲
　
也

（
福
山
あ
し
な：

備
南
地
域
）

（
平
成
十
九
年
五
月
十
八
日
選
任
）
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商工会 

五日市 

坂町 

蒲刈町 

宮島町 

瀬戸田町 

世羅町 

福山あしな 

安芸高田市 

豊栄・福富 
幹事：豊栄 

備北 

神石高原 

観・特 

観・特 

観・特 

観・特 

観・特 

観・特 

観 

観 

観 

特 

観・特 

区分 

8,000千円

12,000千円

8,000千円

8,000千円 

8,000千円

5,580千円

7,968千円

8,000千円

8,000千円

8,000千円

8,000千円

プロジェクト名 

「金持神に会える街」の整
備による地域ブランドの確
立と観光資源開発事業 

「ウォーキングの町｣観光
資源開発と健康志向特産品
開発展開事業 

「幸せの見える地域社会」
構想と「心と体のヘルスツ
アー」『心の翼』 

大型空店舗を利用し地域資
源を活用した新たなサービス
事業や観光開発事業の展開 

参加型イベント「モダニズ
ムＫＡＧＵＲＡ」でまちおこし 

『ふるさとのものづくり』
を教わろう プロジェクト 

“食とアート”の島瀬戸田
プロジェクト 

花と果実の高原「せら」∞
全国展開プロジェクト 

“プラス＋絣” 

「百合の郷・癒しブラン
ド」プロジェクト事業 

クラシックでまちおこし 
－「備北シンフォニー」ブ
ランド確立展開スタート
アップ事業－ 

地域にある造幣局を資源として、造幣局・コインから連想した「金持｣をキーワードとした地域ブランド作りに取
り組む。この通りを、来街者を呼び込める魅力あるものにするため、金持神モニュメントを制作設置し、幸せをテー
マとした「金持神に会える街｣を創造していく。本事業では12体を予定。 

高齢社会の到来で、健康や医療費削減問題に関心が深まる中、どこでも気軽にできるウォーキングが注目さ
れている。日本でも珍しい「ウォーキングの町」として地域ブランドを構築し、全国的に展開し観光客の誘致を
行うとともに、イベント等を通じて交流人口を増加をはかる。 

呉市蒲刈町では、蒲刈の「地域力」を活かした産業振興ビジネスモデルの構築による「自立的な地域経済」
の実現を目指した、第６次産業「幸せの見える地域社会」とヘルスツアーの構築を目指す 

観光の内容も、厳島神社を中心とする神社仏閣観光だけではなく、島全体が保全され、自然遺産と宗教的習
俗の歴史文化遺産等の融合にも関心が及び、この面で観光案内が必要な段階に来ている。特に、外国人
の観光客は、神社だけでなく、周囲の動植物等の環境にも大きな関心があり、弥山登山等組み合わせる人
が多いが、そのガイド役、島内散策ガイドはほとんど育っていないのが現状である。 

安芸高田市には23の神楽団があり、市内のさまざまな会場で舞を披露している。この神楽をモチーフとした新し
い舞（ダンス）を開発し、全国へ発信していく。同時に、地域内で取れた農産品を使った「モダニズムＫＡＧＵＲＡ
弁当」や、「モダニズムＫＡＧＵＲＡグッズ」も開発していく。 

品質を生かしたものづくりの技術とその指導ノウハウを地域資源とし、自宅で手軽に品質を追求することが出
来るをコンセプトに「きのこ栽培キット」「ミニチュアりんごキット」「木工キット」等の開発を行う。これを『ふるさ
とのものづくりの教材』として日本で始めて全国へ売り出していく。 

瀬戸田町では、長く製塩が盛んであり、まずこの伝統を生かした名物料理の開発を行う。 
また、歴史文物と郷土画家平山郁夫にちなんだアート作品を商店街内に展示する“まちなかギャラリー”の
形成を行う。 
併せて風景を生かした各種アートコンテストを開催し参加型観光振興を図る。 

本州最大の芝桜の庭園を始めとする観光花園や果樹園が集積している。これら観光資源を軸にしたインター
ネットによる観光コンシェルジェサービスの開発と、花と果実にまつわるお宝（サービスメニュー）の認定事業を
行い、ひとりあたりの観光消費額の向上を図ると共に、花と果実の高原「せら」を全国にＰＲする。 

昭和35年頃、この地域は備後絣で賑わったが、生活様式の変化により現在は消滅の危機にある。この絶滅
しかけた備後絣を再生させることで経済活性化が図れるはずである。本事業はその３年目。昨年度にブランド
コンセプトが確立し、今年度は、備後絣にこれまでにない新しいデザインを付与し、ＪＣ（ジャパンクリエーション、
12月～、東京ビッグサイト）への出展を目指す。最終的には、東京・代官山のセレクトショップへ販売を通じて、５
年後、年商１億円を目指している。 

山百合の自生地は観光スポットとして多くの観光客が訪れており、本事業により「百合」をキーワードとした、
全国展開できる特産品開発と観光開発を行い地域の経済効果に繋げる。中国の古代宮廷でも用いられた
と云われる美容・薬膳効果について,広島県立大学との産学連携（研究成果）により,「百合入浴剤」「百合
薬膳」「百合茶」「百合香水」など全国に発信できる特産品開発や芍薬,牡丹と合わせ女性をターゲットにし
た美人花リレーと国定公園とのタイアップによる地域資源活用による観光開発を行う。 

備北商工会の設立を契機とし、「備北」の呼称を全国に広め、地域イメージを確立し、地域統一ブランドによ
る特産及び観光両面での振興を図る事業をスタートさせることとした。その手法として着目したのが「クラシッ
ク音楽」である。単一の商品では既に生産過程でクラシックを聞かせ高付加価値化に取り組んでいる事例が
あるが、全地域をあげて取り組んでいるところはなく、「クラシックのまち」としてイメージの定着を図り、地域統
一ブランドによる特産品開発・観光開発を進め、全国展開を図る。 

内          　　             容 補助金 

平成19年度　地域資源∞全国展開プロジェクトが採択。
広島県は11件で北海道の12件に続き全国2番目！

地域資源∞全国展開プロジェクトは、商工会・商工会議所を対象に小規模事業者の特産品開発及び販路開拓、地域の観光開発を積
極的に支援する事業として、昨年度に引き続き平成19年度も実施される。本年度は全国で176の商工会が応募し、内136件が採択され、
広島県内では11商工会が応募し、11カ所全ての商工会が採択された。これは、北海道の12件に続き全国で２番目である。
県内商工会で採択された計画は、特産品開発事業が１カ所、観光開発事業が３カ所、特産品開発・観光開発の両方を行うのは７カ所
である。事業実施期間は平成19年５月９日から平成20年２月29日まで。採択された商工会及び内容は下記のとおり。

研修旅行・職場旅行・家族旅行 

ＪＲ券・航空券から国内旅行や海外旅行まで 
旅のご相談は 

広島支店 

〒730-0011　広島市中区基町11-5　TEL 082-227-7222
　　　　　　　（紙屋町東電停前）
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

国内外・24時間フルカバー！ 

１日あたり約67円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

疾病による継続した 
30日以上の入院の場合は入院 
見舞金が支払われます。 
（A・Cタイプのみ） 

【
経
営
革
新
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は
】

当
連
合
会
で
は
、
国
の
委
託
を
受
け
て

当
該
事
業
を
行
う
セ
ン
タ
ー
を
平
成
十
七

年
六
月
か
ら
広
島
市
と
福
山
市
に
設
置
し

て
経
営
革
新
と
創
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
商
工
会
と
連
携
･
協

力
し
て
、
出
張
相
談
会
の
開
催
や
専
門
家

派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
、

経
営
革
新
計
画
の
承
認
や
創
業
を
目
指
す

中
小
企
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
「
経
営
革
新
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
事

業
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
名
称
に

な
り
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
事
業

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

【
県
連
と
商
工
会
に
よ
る
経
営
革

新
の
法
承
認
の
支
援
に
つ
い
て
】

中
山
間
地
域
の
大
半
の
商
工
会

地
域
で
は
、
商
工
業
者
の
経
営
向

上
や
新
規
開
業
が
地
域
の
元
気
や

活
性
化
に
欠
か
せ
ず
、
経
営
革
新

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
事

業
は
地
域
中
小
企
業
の
方
に
大
変

役
立
っ
て
い
ま
す
。

広
島
県
は
特
に
経
営
革
新
を
す

す
め
て
お
り
、
平
成
十
九
年
三
月
現

在
で
千
四
百
四
十
五
社
と
全
国
で

も
上
位
の
法
承
認
事
業
者
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、約
二
百
二

十
社
が
当
連
合
会
と
商
工
会
と
の

連
携
協
力
に
よ
り
、
専
門
家
派
遣

制
度
等
を
活
用
し
て
経
営
革
新
事

業
計
画
の
法
承
認
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
県
内
で
二
百
五
十
五

社
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
連
と
商
工

会
と
の
連
携
等
に
よ
り
五
十
八
社
の
法
承

認
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

【
法
承
認
後
も
支
援
し
て
い
ま
す
】

ま
た
、
承
認
を
得
た
後
に
お
い
て
も
専

門
家
を
派
遣
し
、
経
営
革
新
事
業
計
画
が

ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
に
、
相

談
等
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

同
連
合
会

正
月
谷

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
―

二
四
七
―

〇
二
二
一
）

東
部
支
所
　
和
田

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
四
―

九
六
〇
―

三
一
〇
七
）

～県費預託融資制度～ 
労働支援融資（雇用促進支援資金） 

　事業拡大に伴い、非正社員を正社員に転換する中小企業者の方に低利・
長期の融資を行っています。 
◆対　　象…次の条件を満たす県内に事業所を有する中小企業者 
　・設備投資を伴う事業拡大を行う予定である。 
　・就業規則等に非正社員から正社員への転換制度を定めている（予定を
　　含む）。 
　・直接雇用している非正社員（パート・アルバイトなど）を正社員に2
　　名以上転換する予定。（35歳未満なら1名以上です） 
◆資金の使途…運転資金及び設備資金 
◆融資限度額…7,000万円 
◆融資期間…運転資金5年以内（据置1年以内）、設備資金10年以内（据
　　　　　　置３年以内） 
◆貸出利率…固定　1.6％（保証付）、 1.9％（保証なし） 
　　　　　　変動　1.45％（保証付）、 1.75％（保証なし） 
◆問い合わせ先…広島県商工労働部労働福祉室　TEL082－513－3410 
　　　　　　　　　　　　　　商工金融室　TEL082－513－3321

◎
経
営
革
新
支
援

◎
経
営
革
新
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

　
　
　
　（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
） 
◎
経
営
革
新
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

事
業
の
ご
紹
介 
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▼
三
級
販
売
士
検
定
試
験

〔
場
所
未
定
〕

平
成
十
九
年
七
月
十
四
日
g

▼
経
営
革
新
塾

〔
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
福
山
〕

第
一
回
　
平
成
十
九
年
七
月
二
十
三
日
b

第
二
回
　
平
成
十
九
年
七
月
二
十
五
日
d

第
三
回
　
平
成
十
九
年
七
月
二
十
七
日
f

第
四
回
　
平
成
十
九
年
七
月
二
十
八
日
g

第
五
回
　
平
成
十
九
年
八
月
一
日
d

第
六
回
　
平
成
十
九
年
八
月
三
日
f

第
七
回
　
平
成
十
九
年
八
月
四
日
g

▼
商
工
会
事
務
局
代
表
者
会
議

〔
県
立
体
育
館
（
中
会
議
室
）〕

平
成
十
九
年
八
月
十
日
f

▼
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交

流
会

〔
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
〕

平
成
十
九
年
九
月
七
日
f

▼
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
十
周
年
記
念
大
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
ひ
ろ
し
ま
〕

平
成
十
九
年
九
月
十
四
日
f

▼
創
業
塾

〔
広
島
市
内
〕

第
一
回
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
九
日
g

第
二
回
　
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
a

第
三
回
　
平
成
十
九
年
十
月
六
日
g

第
四
回
　
平
成
十
九
年
十
月
十
三
日
g

第
五
回
　
平
成
十
九
年
十
月
十
四
日
a

▼
二
級
販
売
士
検
定
試
験

〔
場
所
未
定
〕

平
成
十
九
年
十
月
三
日
d

▼
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

〔
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
広
島
〕

平
成
十
九
年
十
月
二
十
四
日
d

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程
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